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研究背景及び⽬的	
 中学校技術科材料と加⼯・エネルギー変換領域を網羅する, 
視覚的に原理を理解しやすい複合型教材として
⽊製スピーカーを開発した. ユニットの振動板には, ⽊材の 
振動特性を最⼤限に活かすため, 薄板曲げ⽊を利⽤した.  
設計の段階で, 曲げ⽊の径⻑⽐や曲率を変えることにより,  
周波数帯を変えることができる特徴がある.  

電気エネルギーから⾳エネルギーへ	
 
 
 
 
 
 
1. 電流が流れた時,	 コイルは図のような極性を持つ. 
2. 磁⽯が図の向きの時,	 曲げ⽊はコイルへ近づく. 
3. 電源は交流のため, 曲げ⽊は振動し⾳を出す. 

薄板曲げ⽊を⽤いた振動板 
 
 
 
 
A. スピーカーの振動板は軽量かつ⾼い剛性を 

必要とする. 薄板曲げ⽊はその要素を満たす
最適な材料.  

B. 径⻑⽐や曲率を変えることにより, 周波数帯
を調節できる. 
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製作上の⼯夫点	
固定部…レールにより, 磁⽯・空芯コイル間の距離を 
調節することができる. ⽊ネジでレールに固定する 
ことで, より振動が曲げ⽊に伝わりやすくした. 

振動部…ダボの両側からバネでつることで, 曲げ⽊を 
⾃由体として機能させた. 

期待される教育的効果	
〜スピーカーの原理（ブラックボックスの解明）〜 
A. アンプ・ユニット製作 → 電⼦部品の役割を理解 
B. 電気から⾳エネルギー → 理科と体系的な学習 
C. 製作後, ⾃⾝で保守点検が可能（評価・活⽤の能⼒を養う） 

〜技能向上及び創造的なものづくり〜           
A. 伝統的⾼度加⼯技術 “曲げ⽊” を振動板に採⽤ 
B. ユニットの形状, 空芯コイルの巻き数と磁⽯等, ⽣徒が⼯夫で

きる点が多数存在 


